
五章『HEMSについて』
ヘムス

HEMSは電気の「見える化」でエネルギーをムダなくかしこく使うシステム

HEMSとは「Home Energy Management System（ホーム エネルギー マネジメント システム）」の略です。
家庭で使うエネルギーを節約するための管理システムです。
家電や電気設備とつないで、電気やガスなどの使用量をモニター画面などで「見える化」したり、
家電機器を「自動制御」したりします。政府は2030年までに全ての住まいにHEMSを設置することを目指しています※1。
※1 平成24年「グリーン政策大綱」（内閣官房 国家戦略室）より

HEMSを始めるには、『AiSEG2』と『HEMS対応分電盤』が必要です。

HEMSとは

HEMSに必要な製品

スマート
メーター

 　エコキュート

エアコン

蓄電池 照明器具

太陽光発電 エネファーム

HEMS対応
住宅分電盤

HEMS
コントローラー

電気自動車

HEMSは、家庭での電気機器をつないでエネル
ギー使用状況を「見える化」したり、各機器をコント
ロールしてエネルギーの自動制御ができ、節電を
快適にします。

見える化
電気設備を
かしこく
最適制御

※2 AiSEGとはAiSEG（MKN700/MKN702）、
　　AiSEG2（MKN713/MKN704/MKN705）のことです

分電盤を設置する際にHEMS対応のスマート
コスモマルチ通信型をご採用いただければ、
スムーズにHEMSを始めることができます。

1. HEMS対応住宅分電盤

HEMSの中心となる機器。スマートコスモで
計測した使用電力量データを無線通信で受
け取り、それをモニターに表示します。
また、各種家電などに通信で指示を送ります。
モニターが選択できるタイプもあります。

2. AiSEG2（アイセグ2）

AiSEG2

スマートコスモ（マルチ通信型）

AiSEG2（7型モニター機能付）

一
章
電
気
に
つ
い
て

二
章
住
宅
分
電
盤
に
つ
い
て

三
章
配
線
器
具
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

四
章

太
陽
光
発
電
・

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

六
章

E
V
充
電
設
備

に
つ
い
て

七
章

五
章
H
E
M
S
に
つ
い
て

40HEMSについて



多い順に並ぶから節電に
効果的に取り組める！

現在の発電状況や消費電力など
電気の流れがリアルタイムで表示される

使用電力量の多い機器や回路が、
ひと目でわかる

発電量も
すぐ分かる！ 使用電力量の多い

３回路がすぐ分かる！

●ペンギン画面

注１）上記は概念図であり、実際の機器構成ではありません。   注２）掲載写真の画面は、はめ込み合成です。実際の画面とは異なる場合があります。 
注３）AiSEG2の画面は宅外から見ることはできません。

かしこく使う・知る

洗濯機
食器洗い
乾燥機 炊飯器冷蔵庫

スマート
メーター

スマートメーター
につながる

 照明スイッチ
アドバンスシリーズ
（リンクプラス）

エアコン

電気錠システムエコキュート
宅配ボックス用
センサー送信器

アラウーノ
（トイレ）

IHクッキング
ヒーター

窓センサー
送信器
（施解錠
検知機能付） カード発信器

ためる

ＡｉＳＥＧ２は、他社機器との連携を拡充！  ご提案の幅が広がります。

つくる

クラウドにつながる
アプリスマートHEMS®

天井埋込形
空気清浄機

温湿度
センサー

IAQ
センサー

きれいに

レンジ
フード

スマートコスモ
見える化

V２H蓄電システム 
eneplat

スマート
スピーカー

音声で
コントロールする

AiSEG2
アイセグ2

太陽電池
モジュール

床暖房
ガス給湯器／

ハイブリッド給湯・暖房システム

床暖房
エネファーム

アプリプリ

ELSEEV 
hekia S Mode3
（電気自動車普通充電設備）

●「スマートHEMS」、「AiSEG」および「スマートコスモ」は、パナソニックグループの登録商標です。

ドア・
窓センサー
送信器 住宅用

火災警報器

熱交換気
システム

ビルトイン
食洗機

電動
 窓シャッター

新

電動ブラインド/
カーテン/スクリーン

新

新

HEMSとI o T

A i S EG２でできること

AiSEG2は、IoTやAI対応。便利で快適はもちろん、エネルギーをつくる、ためる、さらにかしこくコントロールすることで
くらしをエネルギー視点からサポートします。

接続できる家電や設備はパナソニック製だけでなく、他社製品も接続可能。
接続検証し、接続可能な製品をホワイトリストとしてホームページで公開しています。

節電サポートと電気の見える化で、家庭で作った電気をかしこく使う“自家消費”を応援します。

一
章
電
気
に
つ
い
て

二
章
住
宅
分
電
盤
に
つ
い
て

三
章
配
線
器
具
に
つ
い
て

住
宅
用
火
災
警
報
器

に
つ
い
て

四
章

太
陽
光
発
電
・

蓄
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

六
章

E
V
充
電
設
備

に
つ
い
て

七
章

五
章
H
E
M
S
に
つ
い
て

41 HEMSについて



わが家の電力自給率がわかって
エコを実感できる

時間帯別の電気料金がわかるから、
かしこく電気を使える   

時間帯ごとの単価を表示

安い時間帯 高い時間帯

電気料金単価を色でお知らせ使った電気と発電した
電気の割合がわかる！

電気の自給自足
状況がわかる！

設定した目標値に対する状況、月末予測使用量がわかり、
いつもより使いすぎた機器（回路）と時間がわかって節電に役立つ

目標ラインを
越えると使いすぎ！

アドバイスを
タッチ！

使いすぎたTOP3の
時間帯がわかる！

今月、使いすぎている
TOP3の回路がわかる！

※1）過電流検知用CT（MKN747S）が必要です。また、電流制限器（リミッター）なしの場合は主幹の定格容量の80％、電流制限器（リミッター）ありの場合は、
主幹の定格容量の90%を超えないように家全体の使用電力量を判断して、ピークコントロールします。

※2）お客様の電力契約、機器使用状況、蓄電池の容量によって蓄電池からアシストする充電量は異なります。アシスト用に確保した容量は日常利用できません（停電時は利用できます）。
※3）当日午前0時から24時間以内に1回のみ実施可能です。
注）スマートコスモ（マルチ通信型）またはエコーネットライト対応計測ユニット、過電流検知用CTが必要です。

住まい全体の使用電力量を確認し、電力が足りないと判断すれば、ELSEEVから電気自動車への充電量、IHクッキング
ヒーターの電力量を自動で調整します。また、電気を使いすぎていることが検知されると、画面と警報メッセージでお知
らせします。さらに、蓄電池があればピーク制御※1時、AiSEG2が蓄電池の放電をコントロールしELSEEVから電気自動
車の充電を自動アシスト※2 ※3 してくれるので、短時間でより多く充電したい場合に便利です。　

使える電力量を自動で判断し、［ピーク制御］や［ピークアラーム］
ピーク制御時に電気自動車へ蓄電池が充電をアシスト

IHクッキング
ヒーター

IHの火力を
セーブ。

電気自動車の
充電量をセーブ。

家中の電気を使いすぎると…

AiSEG2が制御
それでも
足りなければ...

それでも
足りなければ...

蓄電池なし

蓄電池あり

電気自動車

蓄電池に
ためた電気でも
充電できるから
充電時間が
短縮できた！蓄電池 スマートコスモ 電気自動車
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M E MO+
　　　 AI ソーラーチャージPlus機能※1で、太陽光発電や
V2H蓄電システム「eneplat」の蓄電池と連携し、自家消費を向上できる

AI ソーラーチャージPlus※1は、翌日余剰電力が多いと予測した場合、太陽光発電を加味して停電時に必要な電力を確保しながら蓄電
池を制御します。また翌日余剰電力が少ないと予測した場合は深夜の安い時間帯の電気を充電し、高い電気の買電を抑制します。

新機能

翌日 余剰電力が「多い」と予測した場合 翌日 余剰電力が「少ない」と予測した場合

●電気の使い方イメージ

日々の使用電力量と日射量予報による予測

蓄電池（放電）
蓄電池（充電）

買電
買電 自家消費

蓄電池（充電）

安い電気代 安い高い電気代

買う電気で
充電

余剰電力で
充電

買う電気
で充電

放電して
買う電気を抑制

放電して
買う電気を抑制

夜 夜夕朝 昼

売電 蓄電池（放電）蓄電池
（放電）

買電 買電 買電
買電

蓄電池
（充電）

自家消費

安い電気代 安い高い電気代

放電して
買う電気を抑制

放電して
買う電気を抑制

余剰電力で
充電

夜 夜朝 昼 夕

ご家庭で使う電力

太陽光でつくる電力
小

日射量
大

AI ソーラーチャージPlus ～ 動作の流れ ～

●❹計画・制御

予測した翌日の 余剰電力が多いなら 余剰電力が少ないなら

深夜 朝方

放電

深夜 朝方

待機

●❶電力使用量の学習 ●❷日射量の情報取得 ●❸翌日の余剰電力の分析

余剰電力量

＋

朝 昼 夜
小

日射量
大

※1）AI ソーラーチャージPlusはeneplatに太陽光/蓄電池の接続が必要です。
注1）AI ソーラーチャージPlusを設定する場合は条件があります。
注2）上図はイメージです。実際の動作とは異なる可能性があります。
注3）AIソーラーチャージPlusは、日射量予測データを基に発電量を予測し、蓄電池の残容量と予測した発電量から、蓄電池の充放電制御を行います。
注4）AIソーラーチャージPlusの対応機種は、パナソニック製V２H蓄電システム eneplatの蓄電池です。
注5）スマートコスモまたはエコーネットライト対応計測ユニットが必要です。 
注6）太陽光発電の全量買取・充電方式を利用する場合は使用できません。
注7）サーバーサービス（無料）の登録が必要です。
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